
天渓 2017年 「ミルフォードトラックとマウントクック 11日間」 

 

「ミルフォードトラックとマウントクック 11日間」 を 2月 6日～2月 16日に行いました。  

今年のニュージーランド南島は異常気象のせいか、年明けから気温が低く悪天候が続いた様です。私たちが現地入りし

た時も曇天で小雨がパラツキ、真夏なのに肌寒い日でした。天気予報は寒気の北上から降雪ライン 1000ｍ、凍結ライン

1300ｍ を予想しており、何時周りの山々に雪が降ってもおかしくない状態。そんな中、寒い真夏のマウントクック周辺を

ハイキングしてから、ミルフォードトラック（33.5+αマイル） 4泊 5日のトレッキングへ向かいました。 

 

（Mt クックを背景に 2/9日） 

○マウントクック周辺 

予報は晴れ時々曇りでも南極方面から寒気が押し寄せ、夏にしては可なり気温が下がるとの事。クライストチャーチから

の移動中、プカキ湖畔で白く氷河に覆われた Mt クックを遠望し、宿泊地のハミテージホテルではその雄姿が夕日に赤く

染まりました。ところが翌朝はどんより曇り、雨よりましと思いつつフッカー湖へハイキング。フッカー湖でも山々は厚い雲に

覆れ Mt クックは見得ず仕舞いでしたが、雲間に何となく明るさが。 午後になり温度が上がったせいか次第に雲が切れ

山容が現れて来ました。どうやら低い気温が作った雲海の下をハイキングしていた様です。 

 

（Mt.クックビレッジ 2/9日） 

 Mt。クックリリー 



   

 

   

 

○ミルフォードトラック前半 

Mt クックから所をクイーンズタウンに移し、いよいよミルフォードトラックへ。トラックオフィスでこれから始まるトレッキングの

レクチャーを 1 時間程受けて出発準備完了。ただ、正直な説明員のお姉さんの話では、これから数日天気は良くないと

の事。初日の山小屋で恒例の国別に分かれた自己紹介（勿論英語）。 ところで気になる天気は、初日、2 日共に薄日が

差すまずまずのコンディションで、クリントン渓谷沿いに南極ブナの生い茂る原生林を進んで行きました。 

 

（トラック出発地点 2/10日） 

   

 

    



   

   

○ミルフォードトラック後半 

2日目の夕方降り出した雨は時に大きな雨音を立てて一晩中屋根を叩き、朝になっても止む気配なし。こんな時は至る所

に幾筋も見事な滝が現れます。コースのハイライト、マッキノン峠も風雨を覚悟しましたが、峠のハットで昼食を取っている

と雲が流れ、次第に優美なニコラスカールを始め周囲の山々が現れました。（カメラのレンズが曇り劇的瞬間を収められ

ず） 余談ですが筆者の経験測として、何故かマッキノン峠は午後 1時ごろ天気が大きく変わります。 

トレック最終日は 21Km のロングスパン、朝の内は曇りでしたが 11 時ごろから雷を伴い本降りに。かれこれ 2 時間近く鳴

ったでしょうか、1 日遅れのスタートならばマッキノン峠でこいつにやられたかと思うと背筋が寒くなりました。でも今日も峠

は 80 人ほどの人達が通過しているはずです。 翌朝は周辺の山頂が真白で、恐らく昨日は寒冷前線の通過だったと思

います。何度も言いますが、この地は夏の真っ盛りなのですが！ 

 

（見事な波鳴滝 2/13日） 

   

 

   

 

 

 



下の写真は 2 月 14 日 真夏のクイーンズタウン。周囲の山々に新雪が降り初冬の様相。「冬の日本から来たのに冬景色

とは」 と参加された皆様の感想でした。 

 

（2/14日 クイーンズタウン） 

 

 

次回の天溪ツアーは所をペルーに移し 5月 11日発 「インカ道マチュピチュとナスカ地上絵 12日間」をお伝えします。 

 

 

天渓 赤沼  


